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近年、かん水同時施肥栽培が野菜・花きの収量及び品

質の向上、環境保全型の新技術として関心が高まってい

る。かん水同時施肥栽培は、土壌を培地として、その緩

衝能を生かしつつ、作物の生育に合わせて、水や養分を

必要な時に必要な量を与える栽培法という特徴を有する。

従来の栽培法と異なる点は、基肥は施さず、液肥倍率や

流量を数値化できる液肥混入機と点滴（ドリップ）チュ

ーブを用い、毎日かん水施肥を行うことを基本とするこ

とである。

かん水同時施肥栽培の特色として青木ら（2001）は、

①かん水・施肥作業の省力化が可能となること、②かん

水量・施肥量（窒素等）の削減が図れること、③土壊へ

の塩類集積が起こりにくいこと、④作物の生育が揃うこ

と、⑤収量・品質が安定して向上すること等を挙げた。

また、用いる点滴チューブは硬質タイプで、水圧調節機

能を有するものほど、かん水の均一性が高かった（後藤

ら、2002）と言われる。

かん水同時施肥栽培は、点滴チューブを用いることで、

作物の株元に水や肥料を集中して施用することが可能と

なる。トマト栽培において、点滴チューブを用いること

により、散水チューブを用いた慣行栽培に比較して、施

肥量が多くなるにつれて施肥窒素利用率が高まった（林

ら、2003）とされている。

千葉県では、かん水同時施肥栽培は、砂質土地帯であ

る九十九里浜南部に位置する長生地域の一宮町、長生村

及び白子町におけるトマトの促成及び半促成栽培を中心

として導入されている。長生地域では、長年にわたりト

マトの栽培が行われ、圃場によっては、これまでの肥料

分の蓄積も見られ、適正なかん水量や施肥量（窒素等）

による栽培が、環境への負荷軽減と、安定した収量を得

るために必要であった。かん水同時施肥栽培では、前述

のようにかん水量や施肥量の削減が期待できるため、こ
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の点を試験を実施するに当たっての重要な視点とした。

トマト栽培では、第３花房開花期までは栄養生長を抑

えて生殖生長を盛んにして着果や肥大を促進させ、第３

花房が着果した後に栄養生長と生殖生長のバランスの取

れた状態を維持するため、養水分の供給を増していく肥

培管理法が、着果の安定と果実肥大に適した（青木、

2004）とされている。また、第３花房開花期前後は第１

花房が果実の肥大を始める時期に当たり、栄養生長と生

殖生長をともに行わなければならないため、養水分の必

要量が増加した（武井、1997)とされ、収穫期に入ると

さらにかん水量を増加させる必要があると考えられた。

トマトの生育時期別の窒素施用量は、点滴チューブを

使用しない慣行栽培の場合に、開花期までが１日60～

1009/10a程度、収種開始期までが同85～2809/10a程度、

その後栽培終了時まで同140～2809/10a程度が目安とさ

れた（六本木・加藤、2000)。また、現地（長生地域）

では、半促成トマトのかん水同時施肥栽培において生育

時期別のかん水量や窒素施用量を変えていくことで、収

量が確保され、窒素施用量の減肥となることが、長生農

業改良普及センター（現長生農林振興センター、2001）

により調査報告されている。また、松浦ら（2002）によ

り、生育時期別のかん水方法と窒素施用量を変えた養水

分管理法を根域制限栽培と慣行栽培とで行い、トマトの

収量や品質を検討し、前者では糖度７度以上の高糖度ト

マトを生産し、後者では商品化収量が10t/10a以上であ

ったとの報告がされた。砂質土以外の土壌におけるトマ

トのかん水同時施肥栽培に関する知見は多いが、砂質土

における養水分管理法の知見は見当たらない。そこで、

これらの数値を参考にかん水量や窒素施用量を設定し、

砂質土での半促成栽培における養水分管理法を確立する

ため、2000～2002年に試験を実施し、明らかになった内

容について、ここに報告する。

本研究の実施に当たっては、当研究センター生産環境

部環境機能研究室、長生農林振興センターの諸氏には貴

重な助言及び情報提供をいただいた。ここに記して感謝

の意を表す。
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Ⅱ材料及び方法

試験は、千葉県匝瑳郡野栄町にある農業総合研究セン

ター北総園芸研究所砂地野菜研究室ハウス圃場（252㎡）

で実施した。土壊条件は中粗粒褐色低地土である。

供試品種は、「ハウス桃太郎」（㈱タキイ種苗）を用い

た。

液肥混入機を中心とするかん水施肥システムは、㈱大

塚化学の機材を用いた。かん水チューブは、かん水同時

施肥区には吐出口間隔20ｃｍの点滴チューブのラム１７

（ネタフィム社）を、慣行区（土耕栽培）には散水チュ

ーブのエバフローＡ１００（㈱三井プラテック）を用いた。

かん水同時施肥区の肥料は、定植から第３花房開花期

は養液土耕５号(12-20-20)、第３花房開花期以降は養

液土耕２号(14-8-25)を使用した。

慣行区の肥料は、基肥にはCDU複合燐加安Ｓ５５５

（15-15-15)、くみあい被覆燐硝安加里エコロング

424-100（14-12-14）及びくみあい被覆燐硝安加里エ

コロング424-180（14-12-14）を用い、成分量として

は、合計でＮ:Ｐ２０５:Ｋ２０＝20.0：１８．２:２０．０（kg/10a）

とした。追肥には燐硝安加里Ｓ604（16-10-14）を使用

した。有機物施用は、かん水同時施肥区及び慣行区とも、

センチュウ対策として栽培したギニアグラス約1,000kg・

FWnOaを作付け前にすき込んだ。2001年11月には、牛

ふん副資材入りたい肥を2t/10a施用した。

１．試験１：かん水同時施肥栽培における適正なかん水

方法

（１）試験区の構成

試験区の構成を第１表に示した。保水力や保肥力の小

さい砂質土における実用的なかん水頻度を求めることを

目的に、かん水同時施肥区は、多量少回数かん水区（以

降少回数区とする）と少鼠多回数かん水区（以降多回数

区とする）を設けた。

株当たりの１回かん水量は、第３花房開花期までは同

一とし、第３花房開花期以降に少回数区は多回数区の２

倍として、基本的に２日に１回のかん水、多回数区は毎

日１回のかん水を行った。総かん水量は同一とした。

窒素施用量は、慣行区は現地における標準の28kg/10ａ

とした。かん水同時施肥区では、トマトの生育時期別窒

素施用量や現地における事例等を基に、慣行区の50％減

を目標とし、１４kg/10aとした。

試験規模は、ｌ区21.6㎡（ベッド幅70ｃｍ、通路幅50ｃｍ、

ベッド長18ｍ，反復なし）とした。

（２）耕種概要

2000年11月６日に播種し、2001年１月９日に無接ぎ木

苗をうね幅120ｃｍ，株間40ｃｍの１条植えで定植した。栽

植密度は2,083株/10aとした。整枝法は、主枝１本仕立て

のＵターン整枝として、主枝の摘心は５月上旬に行った。

収穫期間は３月２１日から７月６日で、第11花房まで収種

した。

かん水同時施肥区のかん水は、活着後は第３花房開花

期までは２区ともｐＦ2.0（深さ20ｃｍ）を目安に控えめに

行い、第３花房開花期以降は基本的に少回数区は２日に

１回、多回数区は毎日１回行った。しかし、曇雨天が続

いた場合は、多回数区のｐＦ値が、第３花房開花期まで

と収種盛期には2.0を、第３花房開花期以降から収穫初

期までは1.8を目安として、かん水量の減量もしくはか

ん水を中止した。慣行区のかん水は、生育時期別にはか

ん水同時施肥区と同じく、ｐＦ1.8～2.0を目安とした。

２．試験２：かん水同時施肥栽培における適正な窒素施

用量

（１）試験区の構成

試験区の構成を第２表に示した。かん水同時施肥区は、

窒素施用量の異なる３試験区を設けた。慣行区の窒素施

用量（28kg/10a）に対して、窒素施用量を100％、７５％

及び50％の区を、それぞれ標準施肥区、窒素減肥１区及

び窒素減肥２区として、慣行区と合わせて合計４区とし

た。

試験規模は、試験ｌと同じである。

第１表かん水頻度を異にした半促成トマトのかん水同時施肥栽培の試験区（試験１）

試験区 かん水戯（ｍＬ／回／株）

定 植 後 ～

第３花房開花期

第３花房開花期以降～

収穣初期

収穣盛期

窒素施用堂

（kg／１０ａ）

かん水同時施 肥

少回数

多回数

慣 行

３００

３００

３００

注ｌ）収種初期とは第１花房収種期であり、

２)かん水同時施肥区のかん水趣の後の

３）※目標施用吐

1，０００（２日に１回）

５００（１日に１回）

１，０００

2，０００（２日に１回）

１，０００（１日に１回）

２，０００～４１０００

収穫盛期とは第２花房以上の収穫期である。

（）はかん水頻度。

２

１４※

１４※

２８



硝酸態窒素

(、g／１００ｇ乾土）

第２表窒素施用量を異にした半促成トマトのかん水同時施肥栽培の試験区（試験２）

ｐＨ

(Ｈ２０）

窒素施用量減肥率試験区

ＥＣ

(。S/、）

収穫盛期（kg/10a）（％）

作付け前

かん水同時施肥

標準施肥

窒素減肥１

窒素減肥２

慣行

３０～60(１，０００）

22.5～45(1,000）

１５～30(1,000）

（2,000～4,000）

※
※
※

８
１
４
８

２
２
１
２

60～１００(500～1,000）

４５～75(500～1,000）

３０～50(500～1,000）

（1,000～2,000）

０
５
０
０

２
５

３０～60(300）

22.5～45(300）

１５～30(300）

（300）

360

240

180

収穫終了

１か月前

注)※目標施用堂

（２）かん水量と窒素施用量

生育時期別かん水量を第４表に示した。かん水同時施

肥の少回数区及び多回数区は、定植時、定植後から第３

花房開花期及び第３花房開花期以降から収穫初期までは

合計かん水量を同一とした。かん水同時施肥区は、第３

花房開花期以降には、少回数区は基本的に２日に１回、

多回数区は毎日１回のかん水を行うことを目標としたが、

収種初期までは曇天日が多く、ＰＦ値を目安にかん水を

行い、かん水日数及びかん水量が予定より少なくなった。

株当たり１回かん水量は、第３花房開花期以降から収

穫初期までは少回数区が900～960ｍL、多回数区が少回

数区の半量の450～480ｍLであり、収種盛期ではそれぞ

れ1,914ｍL、957ｍLであった。総かん水量はかん水同時

施肥の２区が71.6Lであり、慣行区の92.7Lに対して23％

の減量になった。生育時期別のかん水量（１日当たりか

ん水量×かん水日数）では、かん水同時施肥の２区は、

定植後から第３花房開花期までが慣行区の67％、第３花

房開花期以降から収種初期のうち前期の１２日間が同じく

58％と少なかった。しかし、第３花房開花期以降から収

種初期のうち後期の35日間では、多回数区は概ね５日に

４回のかん水を行ったため、慣行区と同等のかん水量

（１日当たりかん水量×かん水日数）であった。かん水

同時施肥の２区の収種盛期におけるかん水量（１日当た

りかん水量×かん水日数）は、慣行区のかん水量の74％

であった。

トマトの生育時期別窒素施用量を第５表に示した。慣

（２）耕種概要

穂木に「ハウス桃太郎｣、台木に「影武者」（㈱タキイ

種苗）を用い、接ぎ木栽培で行った。穂木、台木とも

2001年10月16日に播種し、接ぎ木は11月８日に幼苗斜

め合わせ接ぎ（接ぎ木専用ホルダー、商品名:スーパー

ウイズ）により行った。１２月１３日にうね幅120ｃｍ、株間

40ｃｍの１条植えで定植した。整枝法は、主枝１本仕立

てのＵターン整枝として、主枝の摘心は４月中旬に行っ

た。収穫期間は2002年２月22日から６月14日で、第１２

花房まで収種した。かん水法は、かん水同時施肥区で

は試験１における多回数区（毎日１回かん水）の方法と

した。慣行区のかん水法は試験ｌと同じとした。

Ⅲ結果

１．試験１：かん水同時施肥栽培における適正なかん水

方法

（１）土壌の化学性

作付け前及び収種終了ｌか月前の土壊の化学性を第３

表に示した。作付け前（施肥前）では、ＥＣが0.16dS/ｍ

とやや低めで、硝酸態窒素量は4.3ｍｇ/1009乾土と比較的

少なかった。収種終了１か月前では、ＥＣが0.10dS/ｍ前

後と低く、硝酸態窒素量は最も多い慣行区の深さ0～

10ｃｍの層が2.9ｍｇ/1009乾土と、全般には少なめであっ

た。

第３表かん水頻度を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成

トマトの作付け前及び収穫終了ｌか月前の土壌の化学性

７．０

６．８

土壌採取時期試験区 深さ

(cIn）
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１．６

２．０

注）土壌採取日は、作付け前は2000年１１月２０日、収穫盛期中期は２００１年６月１３日。

３

多回数

０～１５６．６０．１６ 4．３

０～１０

１０～２０

７．０

７．０

かん水同時施肥

少 回 数 Ｏ～１０

１０～２０

０．０８

０．１０

０．１１

０．１０

２．９

０．７

０．１２

０．０６

０～１０

１０～２０

慣行 ６．１

６．７



４．３

７７．１

第４表かん水頻度を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成トマトの生育時期別かん水量

３．８

３６．９

試 験 区 定植時定植後～

第３花房開花期

第３花房開花期以降～

収種初期

前期後期

収穫盛期 計

０．３

l／６ (ｌ／１０～２／２１）

４３冊

(２／２２～３／５）（３／６～４／９）

１２日３５日

(４／１０～７／６）

８８日

多回数

（ｋｇ／ｌＯａ）

（､g／日／株）

かん水同時施肥

少回 数

（ｍＬ／回／株）１，０００（１）３６０（５）

（総かん水飲、Ｌ）

9００（２）９６０（１４）1，９１４（２８）

7１．６（７７）

３．８

３６．９

多回 数

(ｍＬ／回／株）１，０００（１）３６０（５）

(総かん水仕、Ｌ）

4５０（４）４８０（２８）９５７（５６）

7１．６（７７）

４．５

６２．２

慣行

（、L／回／株）１，０００（１）５４０（５）

（総かん水鮭、Ｌ）

7８０（４）１，０００（１３）２，８０４（２６）

9２．７（１００）

０．３

注ｌ）第３花房開花期以降から収樋初期までの期NIIのうち、前期（２月２２日から３月５日）はかん水回数が少なく、

後期（３月６日から４月９日）はかん水戯を噌加した。

２）かん水並（、L／回／株）の後の（）はかん水回数。

３）総かん水赴（L）の後の数値（）は佃行区を１００とした場合のかん水同時施肥区の割合。

第５表かん水頻度を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成トマトの生育時期別窒素施用量

０．４

４．２

試験 区 計収穫盛期第３花房開花期以降～

収梗初期

定植時定植後～

第３花房開花期

４．０

(追肥）

２．０

(追肥）

前期中期後期

(4/10～5/6)(5/7～6/24)(6/25～7/6）（kg/lOa）

２７日４９日１２日

前期後期

(２／２２～３／5）（３／６～４／９）

１２日３５日

(ｌ／１０～２／２１）

４３日

l／６

慣 行

（kg／ｌＯａ）

かん水同時施肥

少回数

（ｋg／lOa）

（Ing／日／株）

０．０１３．７（４９）

０．０
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２０．０

(基肥）

４．５

６２．２

０．４

１６．０

注ｌ）第３花房開花期以降から収穫初期までの期間のうち、前期（２月２２，から３月５m）はかん水回数が少なく、後期（３月６日から

４月９日）はかん水量を瑚加した。収穫盛期のうち、前期（４月１０，から５月６日）はかん水同時施肥区における第６花房収穫期ま

での窒素多趣施用期、中期（5ﾉ１７日から６ｊｌ２４ｎ）は第９花房収穫期までの窒素少吐施用期、後期（６ハ２５日から７〃６日）は窺素

無施用期である 。

２）総窒素施用丑の後の（）は慣行区を１００とした時のかん水同時施肥区の割合。

０．４

４．２

第６表かん水頻度を異にしたかん水同時施肥栽培に

おける半促成トマトの生育に及ぼす影響

、．Ｓ、

０．０１３．７（４９）

０．０

分倣分析

４．３

７７．１

※※

０．４

１６．０

ａ
ａ
Ｏ
Ｄ

283.2

283.0

286.1

1，９９０

２，０００

１．７３０

2８．０（１００）

かん水同時施肥

少回数

多回数

慣行

行区の10a当たりの全窒素施用量は、基肥と追肥の合計

で28.0ｋｇであった。かん水同時施肥の２区の10a当たり

の全窒素施用量は、目標施用量の14ｋｇとほぼ同量の13.7

kgであり、慣行区の約49％であった。生育期間別では、

定植後から第３花房開花期までの期間と、第３花房開花

期以降から収種初期のうち前期の12日間の窒素施用量

がきわめて少なかった。

（３）生育及び収量

トマトの生育を第６表に示した。栽培終了時の生育は、

かん水同時施肥の２区間には、茎長、茎葉重とも差が認

められなかったが、慣行区と比較すると、茎長は同等で、

茎葉重はかん水同時施肥の２区が約15％重かった。

トマトの収量及び果実品質を第７表に示した。収量は、

かん水同時施肥の２区間では、総収量及び上物収量とも

２．０

(追肥）

(Ｒ/株）

注1)茎長及び茎菜血は粗略終了時にlは20株詞在。

２)調在株の第２花房以下の本葉は摘葉してある。

３)異なるアルファベットは１％水棚で有意（ｔ検定）。

同等であった。しかし、かん水同時施肥の２区は、慣行

区の１０ａ当たり総収量15.3t、同上物収量9.5tに比べて、

それぞれ５～７％、５～８％下回っていた。

下物収量の内訳は、各区とも形状不良果（軽度の空洞

果を含む）が最も多く、総収量の約20％を占めていた。

上物率(果重）は各区とも61～62％と同等であった。上

４

(ｃ、）

茎葉重茎長試験区
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第７表かん水顔度を異にしたかん水同時施肥栽暗における半促成トマトの収里、果実品質に及ぼす影響

総収量上物収量同左上物率上物平均ｌ果重形状不良果裂果
(t/lOa）（t/lOa）対慣行区比（％）（９）（1,/lOa）（t/lOa）

試験区

３月

５ノ］

かん水同時施肥

少回数

多回数

' 股行

1．２

０．７

１．５

2．９

３．０

２．７

１７８．８

１９６．８

１８７≦４

６１．３

６２.Ｃ

６２３

９２．１

９５．０

１００．０

8．８

９．１

９－５

1４．３

１４．６

１５３

２．試験２：かん水同時施肥栽培における適正な窒素施

用量

（１）上壌の化学性

作付け前及び収種終了時のｋ域の化学性を第８表に示

した。作付け前（施肥前）では、表層に近い層ほどＥＣが

尚く、硝酸態窒素瞳が多い傾向が見られたが、｛il1i酸態窒

素堂は深さ０～15ｃｍの胴で3.9ｍｇ/1009乾土と比較的少

なかった。収種終了時では、作付け前に比べてｐＨがや

や高く、ＥＣがやや低く、硝酸態窒素里は各区の各層を平

均して、概ね1.0ｍｇ/工009乾土と少なかった。

注）上物収欣は、トマトの出荷規格のＡ品及びＢ品。

トマトの生育時期別かん水堂を第９表に示した。栽培

期間中の株当たり１回のかん水雌は、かん水同時施肥の

３１>〈（標堆施肥豚、窒素減肥１ｌｘ及び窒莱減肥２区）で

は500ｍL、収種盛期には同832ｍLであり、総かん水量は

株当たり86.6Lであった。これに対して、憧行|えの株当

たり総かん水雄は108.7Lであり、かん水lIil時施肥区では

かん水雌が20％少なかった。

トマトの生育時期別窒素施用雌を第10表に示した。

液肥の施用は、収捜開始期までは曇雨犬によりかん水

蝋度及びかん水11tが予定した回数、量より少なかったた

め、液肥淡度を尚くして行った。ただし、液肥混入機や

パイプ等の詰まりを防ぐため、液肥濃度は600倍を上限

にしたので、その結果として窒素施用並がやや少なくな

った。その後、収礎盛期に入ると、前期（主枝の摘心時

まで）は窒素施川11kを増{1tし、その後は減越していった。

以上の窒素施用方法により、かん水同時施肥区の10a当

たり総窒素施用11tは、標準施肥ばが23.9kg、窒素減肥１

区が17.9kg､窒素減肥２区が12.0kgであり、慣行区の施

川雌に対して、それぞれ86％、６４％、４３％であった。

日４月

■６～７ﾉミ

回
一
一
■

０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
Ｏ

１

ｊａＯ

上
物
収
雌
八ｔく

５

(2)かん水量と窒素施川歴物平均ｌ果重は多IIJ数区が少同数区に比べて重く、かん

/k方法の違いによる差が,認められたが、多回数I>〈の方が

収穫果数が約８％少なかった。

収稚ｊ１別の10a､Ljたりの上物収岐を第１図に示した。

収穫堂の多かった４～５月は、慨行区の7.0tに対し、少

l1iI数区は5.8ｔ(対憧行区83％)、多同数区は6.8ｔ（iIi197％）

であった。この期間の上物収坐は、多Ｍ数区では慣行区

と同等であったが、少'''１数区では慣行Ｋより大きく減収

した。

同時施肥-少回数同時施肥-多回数‘股行

試験区

第１図かん水独度を異にしたかん水I1il時施肥戦培における半促成トマトの月別上物収1,tに及ぼす影糾

注）かん水|‘il時施肥各区は、111時施肥各惚と省略。



0．０６

０．０６

０．０６

０．０８

第８表窒素施用量を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成トマトの作付け前及び収種終了時の土壌の化学性

０
０
０
０

１
２
３
４

へ
。
ヘ
ヘ
ヘ

０
０
０
０

１
２
３

土壌採取時期試験区 深さ

(c､）

硝酸態窒素

(mg/1009乾土）

ｐＨ

(H20）

ＥＣ

(dS/､）

注）土壌採取日は、作付け前は2001年12月３日、収穫終了時は2002年６月１１日。

作付け前 ０～１５

１５～30

30～4５

７
７
８

。
●
●

６
６
６

0．１９

０．１３

０．０９

９
５
８

●
●
●

３
３
１

第３花房開花期以降～

収穫開始期

（l/20～2/16）

２８日

収穫終了時かん水同時施肥

標準施肥 ０
０
０
０

１
２
３
４

一
一
一
へ

０
０
０
０

１
２
３

７
６
３
０

●
●
●
●

７
７
７
７

０．１０

０．０９

０．１０

０．１１

１．１

０．８

１．５

１．１

定植時定植後～

第３花房開花期

１２/1２（12/13～1/１９）

３８日

窒素減肥１ ０
０
０
０

１
２
３
４

へ
一
一
へ

０
０
０
０

１
２
３

３
４
３
１

●
●
●
●

７
７
７
７

０．０９

０．０８

０．０８

０．１１

２
８
６
１

Ｌ
０
０
Ｌ

(2/１７～6/１４）

１１９日

窒素減肥２ ０
０
０
０

１
２
３
４

一
へ
一
一

０
０
０
０

１
２
３

８
９
１
０

●
●
●
●

６
６
７
７

0．１６

０．１２

０．１０

０．１１

９
８
６
８

●
●
●
●

０
０
０
０

832(83）

慣行 １
３
４
２

■
●
●
白

７
７
７
７
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86.6(80）

1．１

１．０

０．８

１．４

１０８．７(100）

2,400(5)

第９表窒素施用量を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成トマトの生育時期別かん水量

500(20）

慣行

（､L/回/株）1,500(1)960(8)

（総かん水趣、１Ｊ

収稚盛期 計

2,499(35）

試験区

注l)かん水量(mL/回/株)の後の（）はかん水回数。

２)総かん水量の後の数値（）は慣行区を１００とした場合のかん水同時施肥区の割合。

かん水同時施肥

標準施肥

（､L/回/株）1,500(1)300(20）

（総かん水量、Ｌ）

500(20）

86.6(80）

86.6(80）

窒素減肥ｌ

(mL/回/株）1,500(1)300(20）

(総かん水麓、Ｌ）

832(83）

832(83）

窒素減肥２

(InL/回/株）1,500(1)300(20）

(総かん水量、Ｌ）

500(20）
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第10表窒素施用量を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成トマトの生育時期別窒素施用量

注l)収穫盛期のうち前期(２月１７日から４月１５日）はかん水同時施肥区における第６～第７花房収穫期

までの窒素多量施用期、中期(４月１６日から５月２１日）は第９～第１O花房収種期までの窒素少堂施

用期､後期(５月22日から６月14日)は第１l～第12花房収穫期までの窒素無施用の期間。

２)総窒素施用蛍の後の（）は慣行区を１００とした時のかん水同時施肥区の割合。

計第３花房開花期以降～収穫盛期

収穫開始期前期中期後期

（1/20～2/16）（2/１７～4/15)(4/16～5/21）(5/22～6/14）

２８日５８日３６日２５日

試験区 定 植 時 定 植 後 ～

第３花房開花期

１２/１２（１２/13～1/19）

３８日

第11表窒素施用量を異にしたかん水同時施肥栽培に

おける半促成トマトの生育に及ぼす影響

（３）生育及び収量

トマトの生育を第11表に示した。栽培終了時の生育

は、かん水同時施肥の３区及び慣行区間には、茎長及び

茎重とも差が認められなかった。

トマトの収量及び果実品質を第12表に示した。１０a当

たり総収量は、いずれの試験区においても13.6～14.6tと

高かった。上物収量は、かん水同時施肥区は、慣行区と

同等かやや下回った。上物率は、慣行区がかん水同時施

肥区に比べてやや高かったが、いずれも60％前後とやや

低めであった。

かん水同時施肥

標準施肥

（kg/lOa）

（mg/日/株）

０．０２３．９(86）

０．０

１３．１

１０８．３

4.4

59.3

3.8

64.8

1.8

23.1

0.8

茎長

窒素減肥１

（kg/10a）

（mg/日/株）

０．０１７．９(64）

0.0

９．８

８１．２

3.3

44.5

1.4

17.3

2.8

48.6

0.6

かん水同時施肥

標準施肥

窒素減肥ｌ

窒素減肥２

窒素減肥２

（kg/lOa）

（mg/日/株）

０．０１２．０(43）

0.0

2.2

29.7

6.6

54.2

0.4 ０．９

１１．６

1.9

32.4

町行

慣行

（kg/10a） 27.7(100）5.16(2.58×2）２．５８

（追肥）（追肥）

２０．０

(基肥）

７

分散分析

６
４
６
２

●
●
①
■

０
０
０
１

注）上物収趣は、トマトの出荷規格のＡ品及びＢ品。

ｎ．ｓｏ

試験区

３．１

３．４

３．５

２．０

茎重

(ｇ/株）(ｃ、）

157.5

161.5

163.2

148.3

61.1

57.8

57.1

63.8

3１０．１

３０４．９

３１１．８

579.4

550.2

554.0

注)茎長及び茎葉重は栽培終了時にl区１０株調査。

第12表窒素施用量を異にしたかん水同時施肥栽培における半促成トマトの収量、果実品質に及ぼす影響

309.7 562.4

14.1

13.8

14.6

13.6

、．Ｓ、

９９

９２

９５

１００

試験区

かん水同時施肥

標準施肥

窒素減肥１

窒素減肥２

慣行

６
０
３
７

●
■
■
●

８
８
８
８

総収量上物収量同左上物率上物平均１果重形状不良果裂果

(ｔ／10a）（ｔ／10a）対慣行区比（％）（９）（ｔ／lOa）（ｔ／10a）
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１．かん水方法

砂質土では、一度に多岐のかん水を行うと、下層へ水

や養分が溶脱しやすいと考えられる。そこで、かん水同

時施肥|ﾒ§を多IIt少Ii1I数かん水区（少Ｍ数区）と少量多I可

数かん水区（多回数区）を設けて、かん水頻度を検討し

た。点滴チューブかん水では、少戯多回数かん水ほど、

水の下方への授透が少なかったとされる（井出、2001)。

砂質土のような排水性の良いIllil場では、かん水頻度をさ

らに多くして、ｌＩｌ複数回のかん水を行うことで根圏内

の水分がより保持されやすくなると考えられる。しかし、

栽培期間の前半は低温期であり、株１回〕I1たりのかん水

城が100～200ｍL程度と非常に少なくなり、生育への影

粋が懸念されるため、前述の２試験|さとした。

１回当たりのかん水唾をかん水同時施肥区間の収雌で

比較すると、総収並、上物収雌及び上物率とも多回数区

がわずかに上1111る軽度であったが、上物平均ｌ果重では

Ⅳ考察

２．適正な窒素施用量

試験１では、かん水lIil時施肥の２区の窒素施用地が、

慨行隠に比べて51％の減肥となった。全窒素施川雌は

ほぼ目標施川瞳であったが、生育期間別では定植後から

第３花房開花期までの期間と、第３花房開花期以降から

収種初期までの期間の前期12日間に、きわめて少なかっ

た。前述の六本木・加藤（2000）による、憧行栽培にお

ける開花期までの１日の窒素施川姓のI:_l安値である６０

～1009/10aを、本試験での栽植密度（2,083株/10a）で

換算すると、概ね株当たり１日29～48ｍｇとなる。実際

の第３花房開花期までの施川量は、株当たり１日4.2～

16.0ｍｇであり、この数値と比i陵すると、実際の施川雌が

かなり少なかったと言える。

慣行区で総収量及び上物収瞳がかん水同時施肥IＸを上

1111つた要因は、収穫果数の差と考えられた。かん水同時

施肥区における定植前||の窒衆施川垂が0.25kg/10aと非

常に少ない状態では、悩行区並みの収並を維持するには、

この施川量のレベルは生育初期には不足であると考えら

れた。トマトでは、基肥による影紳が追肥に比べて大き

いということが、桝田（1989）により植物体内の窒素の

動態の調査結果から報告されており、基肥を原則として

多回数IXが収穫果数がやや少なかったため、１８９飯かつ

た。以上の結果から、上物収雌及び上物平均ｌ果亜を重

視すると、かん水は基本的に毎'１１回行い、株当たりの

１回かん水1,tについては、定植後から第３花房開花期ま

でが約300ｍL､第３花腸開花期以降から収稚初期までが

約500ｍL､収穫盛期は栽培終了時まで約1,000ｍLが必要

なかん水雌と考えられた。

下物収量の内訳は、かん水同時施肥区と慣行区ではや

や異なっていた。かん水同時施肥区では形状不良果（軽

度の空洞栗を含む）が最も多く、総収量の20％以上を占

めていたのに対し、慣行区では裂果が最も多かった。

上物平均ｌ果重は、150～1609と試験１に比べて全

般に小果傾向であった。

収種〃別の10a当たりの上物収賦を第２図に示した。

収稚月別に見ると、かん水同時施肥の３区と悩行区との

間には、収種嘘期前半の２～４月に憤行区の方が0.4～

0.6t多かったが、５j･'以降には差が小さかった。

同時標準施肥同時窒素減肥１同時窒素減肥２‘脳行

試験区

第２図窒素施川量を異にしたかん水同時施肥栽暗における半促成トマトの月別上物収雌に及ぼす影響

注）かん水同時施肥各区は、同時各区と台略。
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施用しないかん水同時施肥栽培では、生育初期の窒素施

用量が重要と考えられた。

試験２では、かん水方法は一定とし、適正な窒素施用

量の検討を行ったところ、かん水同時施肥区では慣行区

に比べて窒素施用量が標準施肥区で86％、窒素減肥ｌ区

で64％、窒素減肥２区で43％であり、それぞれ14％、

36％、５７％の減肥となった。収量について見ると、総収

量はかん水同時施肥の３区とも慣行区と同等以上であっ

たが、上物収壁では慣行区がやや優っていた。

半促成栽培では生育期間の前半が厳寒期に当たり、そ

のため蒸散速度が低下し、水要求量も少なくなり、結果

的に窒素施用量も少なくなる。しかし、収量及び品質の

向上のためには窒素の供給が必要であるため、第３花房

開花期から収種開始期は、株当たり１回300ｍL程度のか

ん水量で、窒素施用量を株当たり１日50～60ｍｇ程度と

なるように供給することが必要と考えられた。

収種盛期の窒素施用量については、試験ｌ及び試験２

を合わせて見ると、前半（収穫盛期の前期、第６～７花

房収種期頃まで）は株当たり１日80～110ｍｇ程度、後半

（収種盛期の後期、第９～10花房収種期頃まで）は同４０

～60ｍｇ程度であった。この値は前述の目安値に比べて

やや少なかったが、半促成栽培の目標収量の10a当たり

10ｔ（千葉県、2004）は維持されたことから今回の窒素

施用量は最低必要な量と考えられた。

加藤（2002）によると、トマトの果実１ｔを生産する

ための窒素吸収量は、慣行栽培では2.95kg/10a、かん水

同時施肥栽培では2.46kg/10ａ（対慣行区の吸肥効率を

120％として計算）とされている。このことから、本試験

のかん水同時施肥区の10a当たりの総収量14tを得るた

めには、窒素吸収量が34.4kg/10aと計算される。本試験

におけるかん水同時施肥区の窒素施用量は12.0～23.9

kg/10aであるため、10.5～24.4kg/10aが土壌及び有機物

からの供給と考えられた。このことは、土壌からの窒素

供給量が減少すると、かん水施肥による窒素施用量を増

加させなけければならないと考えられた。砂質土では、

有機物を適宜施用して土壌の化学‘性や物理性を維持して、

保肥力や保水力を向上させることにより、過剰に施肥を

行わないことにつながると考えられる。

なお、かん水同時施肥栽培システムの導入には、初期

費用として、液肥混入機ほかで１０ａ当たり100万円程度

が必要である。千葉県による現地の生産費及び収益調査

からは、慣行栽培に比べて、生産費のうちの肥料費が減

少し、トマトの売上高の増加と、追肥作業の省力化によ

り、全労働時間が20％減少したという事例がある。シス

テムの導入に当たっては、トマトの価格を重要な判断の

目安として検討する必要がある。

９

Ｖ摘要

トマトの半促成栽培において、かん水同時施肥栽培に

おける慣行施肥量に対する窒素の減肥の可能性、かん水

方法及び生育時期ごとの適正な窒素施用量について検討

した。

１．生育時期別のかん水方法は、基本的に毎日１回のか

ん水頻度で、株当たり１回につき第３花房開花期から

収種開始期もしくは収穫初期までが500ｍL、収種盛期

には1,000ｍＬとした場合に、２日に１回で各回のかん

水量を２倍とした場合を収量で上回った。

２．かん水同時施肥栽培により、窒素施用量を50％減肥

しても、実用的な収量レベルの半促成トマト栽培が可

能であった。
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MethodofWaterand晩rtilizerApplicationduringDrip比rtigationfbr

Semi-fOrcing'IbmatoinSandySoil

MasabumiFuRuKAwA,咽kashiMATsuDAandKoichiAoKI

Keywords：tomato,sandysoil,Ｓｅｍｉ･fbrcingcultivation,dripfertigation

Sｕｍｍｏｒｙ

Tbapplydripfbrtigationfbrsemi-fbrcingtomatoes，weexaminedthemethodofirrigation，the

possibilityofreducingnitrogenfiPomtheconventionalamount,andareasonableamountofnitrogenous

fbrtilizertobeappliedfbreachdevelopmentphase,Theresultsobtainedarediscribedbelow

l、Ｔｈeyieldoftomatoesfbroneirrigationperiodperdayexceededthatfbroneirrigationeverytwo

dayswhentheamountofirrigationwasdoubled・Intheirrigationmethodfbreachdevelopment

phase,theamountofirrigationperplantwas500mLfromthefloweringperiodofthethirdflower

trusstoearlyharvesttimeorprimaryharvesttime,ａｎｄ1,000mLperplantduringharvesttime、

２．Indripfertigationfbrsemi-fbrcingtomatoes，itwaspossibletocultivatetomatoeswithpractical

yieldlevelswhentheamountofappliednitrogenwasreducedtohalftheconventionalamount．
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